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●栗東市観音寺459-20
●入館料：大人200円　小人100円 
●休館日：月曜日
●TEL：077- 558-3777
※利用希望日3日前までに要予約。
　宿泊料などの詳細は問い合わせを。

7/12
（土）

栗　東

7/11
（金）

大　津

7/6
（日）

米　原

7/13
（日）

近江八幡

7/13
（日）

大　津

大　津

7/21
（祝）

7/18
（金）

愛知川下流にある運動公園。90（平成２）年の台風で決壊した愛知川堤防の復旧事業

に伴って整備された。天気が良い日には、広大な敷地で多くの人がスポーツを楽し

んでいる。事前に申し込めば、サッカーグラウンドやソフトボールグラウンドも利用で

きる。青空のもと、草の上に寝転んでみると、琵琶湖から吹く風が気持ちいい。
（撮影・08年6月　木俣）

●東近江市栗見新田町1224　●時間：9：00～16：00　●TEL：090-8825-7198

●サッカーグラウンド、ソフトボールグラウンド
　共に１面１時間200円（東近江市外の方は400円）※要申し込み

●パターゴルフ　１人１ラウンド300円（貸しクラブ・ボール含む）
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※全席自由

※全席指定

下野竜也（指揮）中谷満（ティンパニ）

宮本謙二

宮本克江

西村裕美子

●長浜市細江町1274-61
　（みずべの里団地内）
●TEL：0749-72-4010
●営業時間：8:00～19:00
　（金曜日、土曜日は22:00）
●定休日：火曜日

湖岸通りを入ったみずべの里団地にある「Ｔｅａ･

Ｌｕｎｃｈみずべ」は地元産の素材や自家栽培した

野菜で作られたランチやケーキなど、ヘルシー

なメニューで評判のお店。

日替わりランチの「みずべ畑の旬菜おそうざいラ

ンチ」はオーナーの中川さんが無農薬で育てた

野菜を中心にした体に優しいメニュー。

自家製のハーブや長浜びわ地区産の黒豆きなこ

を使用したシフォンケーキ、柑橘の香りが爽や

かな「豆腐のケーキ」など、デザートも気配りが

感じられる。毎日、数種類を店内で焼いている

ので「本日のケーキ」を確認してみよう。

店内のテーブルやカウンターは車椅子利用者に

も使いやすい高さに設定されており、入口には

スロープもある。

「設計の段階から、どなたでもご利用いただけ

るようにと考えてきました」とオーナー。メニュー

だけでなく、建物にも店主の優しい気持ち

があふれているステキなお店である。

（取材・髙原）
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豊かな自然に包まれる金勝山に５月

１日、栗東市立自然体験学習センター

「森の未来館」がオープンした。 

このセンターは自然の中で集団生活

と宿泊体験を通じて、豊かな心を育

むことを目的にオープン。最大収容

人員 130人（児童の場合約 200人ま

で可）、宿泊施設の他研修施設が完

備されている。

県内の小学校が４年生時に行っている森林環境学習「やまのこ」で利

用できるほか、ボーイスカウト、スポーツ少年団、家族連れなどが

自然体験学習などを目的に利用することができる。

「森の未来館」の特徴は、バリエーション豊かな学習プログラム。間伐

などの森づくり体験学習やウオークラリーなど、森に親しむ学習が10

種以上。宿泊すれば星空観察や

ナイトウオークなど、夜の集い

もあり、それぞれ目的に合った

体験学習を選ぶことができる。

また、間伐材を利用して工作す

る「森の恵み利用学習」や、山の

話を聞く「森のレクチャー」など、

室内プログラムも用意されてい

るので、雨天の場合も安心である。

支配人の池上久夫さんは「子ども

たちが宿泊しやすいように全室和室になっています。また、バリア

フリーの部屋も用意していますので体の不自由な方にも安心して利

用していただけます。金勝の山々とおいしい空気、そ

して猪肉を使った丼やめん類も１年中味わっていただ

けます。すばらしい大自然の中で、目と心と胃袋を癒

やしにおこしください。」と話す。金勝の自然と人を大

切に思う気持ちが伝わってきた。 

２人の「やまのこ事業専任指導員」が常駐されており、相

談すればオーダーメードの楽しい学習も組んでもらえる。取材日はクラ

フト細工に夢中になっている親子の姿が見られ、五感のすべてを使った

森の楽しさが伝わってきた。（取材・安積）
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